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審   査   の   要   旨 
 
本論文において著者は、肥満や糖尿病の症状改善を目的として脂肪酸が関与する生理シグナ
ルの修飾に関する基礎研究を実施した。まず著者は、脂肪酸の合成（不飽和化）経路の介入とし
て、アラキドン酸の生合成に必須である Delta-5-desaturase の阻害が肥満モデルの脂肪炎症の抑
制と肥満・インスリン抵抗性の改善に有効であることを実験的に立証している。さらに著者は、
脂肪酸の受容体シグナルへの介入として、膵β細胞の中鎖・長鎖脂肪酸の受容体である G 蛋白
質共役型受容体 GPR40の活性化によって単離ランゲルハンス島の糖応答性インスリン分泌を特
異的に上昇させることを見出した。これらの成果は、脂肪酸が介在する適切な生理シグナルを活
用することで、生活習慣病の表現型である肥満、インスリン抵抗性、インスリン分泌障害などを
改善できることを示している。本論文の成果は、脂肪酸を介した多様な生体機構の制御基盤の生
物学的な理解にとどまらず、肥満や糖尿病といった生活習慣病の創薬ターゲットの提案にも至
っており、学術的な価値がきわめて高い。 
平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
